
仙台市立六郷小学校の取組
１ はじめに
仙台市東部に位置し，児童数７３８名，特別支援学級６学級を含む全３

０学級（令和５年度）の大規模校である。
本校では，教育目標として「心豊かでたくましく自ら学ぶ子どもの育

成」を掲げ，目指す子ども像「認め合い，助け合う子」「健康で，頑張り
ぬく子」「自ら考え，表現する子」の具現化のために日々教育活動を行っ
ている。
令和５年度から３年間，「歯の衛生モデル校」の認定を受け，１年目で

ある今年度は，「本校の歯科の実態を把握し，歯や口の健康に興味・関心
を持たせる」ことを目標に取り組んできた。



２ 令和５年度の歯科保健目標
本校における歯科の実態を把握し，歯や口の健康に興味関心を持たせる。

３ 主な取組及び実施計画

１年次（令和５年度） ２年次（令和６年度） ３年次（令和７年度）
・健康診断結果分析
・受診勧告（年２回）

・児童保健委員会による歯と口の
健康に関する啓発活動
・すくすくシートの実施

・かみかみデーの実施（毎月３０
日）
・食育指導

・東北大学歯学部学生との連携に
よる全国小学生歯みがき大会参
加（５年生）

・歯科校医によるブラッシング指
導（４年生）
・掲示物による歯科保健啓発活動
・アンケートによる実態把握
（児童及び保護者）

・学校保健委員会

・歯科検診事前学習
・歯科保健指導
・健康診断結果分析
・受診勧告
・歯の標語募集
・歯っぴーだより

・「歯っぴー月間」（６月・１１
月）における歯科啓発活動
・すくすくシートの実施
・個別保健指導
（歯科検診結果Ｇの児童）
・児童保健委員会による啓発活動
・かみかみデーの実施
・染め出しチェックカードの実施
・全国小学生歯みがき大会参加
（５年生）

・歯科校医によるブラッシング指
導（４年生）
・掲示物による歯科保健啓発活動
・学校保健委員会
・アンケート調査

・歯科検診事前学習
・歯科保健指導
・健康診断結果分析
・受診勧告
・歯の標語募集
・歯っぴーだより

・「歯っぴー月間」（６月・１１
月）における歯科啓発活動
・すくすくシートの実施
・個別保健指導
（歯科検診結果Ｇの児童）
・児童保健委員会による啓発活動
・かみかみデーの実施
・染め出しチェックカードの実施
・全国小学生歯みがき大会参加
（５年生）

・歯科校医によるブラッシング指
導（４年生）
・アンケート調査
・学校保健委員会
・３年間のまとめ



４ 今年度の主な取組

（１）専門機関と連携した歯科指導

①歯みがき大会への参加（５年生）
５年生は，６月に全国小学生歯みがき大会に参加した。
今年度は，東北大学歯学部の学生２４名に来校していただき，各クラスに

分かれて児童への指導のサポートに入っていただいた。
ＤＶＤに沿って担任や養護教諭のサポートだけで実施するよりも，歯科専

門の学生に見ていただきながら実施したことで，より学びを深められたと同
時に，最後まで集中して学習に取り組むことができた。
児童の感想からは，「今日勉強したことを家族にも教えます。」「デンタ

ルフロスを使うようにしたい。」「歯肉炎にならないように歯みがきを頑張
りたい。」など，充実した学びの時間となった。
また，保健便りにて授業で学習した内容をお知らせしたり，歯みがき大会

の動画配信のお知らせをしたり，家庭においても学習の振り返りをできるよ
うにした。



全国小学生歯みがき大会の風景
東北大学歯学部学生とともに



②歯科校医によるブラッシング指導（４年生）

４年生を対象に，歯科校医によるブラッシング指導を実施した。コロナ
下になり，ブラッシング指導を実施できずにいたが，昨年度より再開する
ことができた。
子供たちは，スライドを見ながら，「プラークについて」「むし歯の成

り立ち」「歯みがきの仕方」「歯ブラシの選び方」等について学習した。
正しい歯ブラシの持ち方や歯ブラシの動かし方，歯みがきの３つのポイ

ントなどを学んだことで，子供たちからは，「歯ブラシの持ち方が分かっ
てよかった。」「歯ブラシを歯に当てる力が２００ｇと分かって驚い
た。」という声や，「歯みがきにかかとやつま先があるなんて知らなかっ
た。」「今日教えてもらったことをこれから家でもやってみます。」とい
う感想があがり，楽しみながら正しいブラッシングの方法を学習すること
ができたようだった。
また，歯科専門の医師からお話を聞くことで，いつも以上に興味関心を

持って真剣に授業に取り組む姿が見られ，授業を通して「自分で自分の歯
を大切にしていこう」という気持ちが高まったようであった



歯科校医によるブラッシング指導



（２）児童保健委員会による啓発活動

６月の歯と口の健康週間や１１月の「いい歯の
日」に合わせて，児童保健委員会による啓発活動
を行った。
６月にはポスターによる「歯と口の衛生」の呼

び掛け，１１月には「歯と口の健康に関する○×
クイズ」，俳句による歯と口の健康啓発を行った。
子供たちの活動を掲示や保健便りでも紹介し，複
数回にわたって歯と口の健康に関心を持てるよう
取り組んだ。



毎年夏休み明けと冬休み明けに生活リズムを整える
ことを目的とし，「すくすくシート」を実施している。
今年度は新たに「歯みがきは１日何回しました

か。」という項目も追加した。また，事前に養護教諭
より，テレビ放送で「生活リズムについて」保健指導
を行った上で実施したり，夏休み明けに実施したシー
トの裏面に冬休み明けのシートを記載したりすること
で，より効果的に取り組めるよう心掛けている。

（３）すくすくシート（生活リズムチェックシート）の実施

子供たちの感想からは「早寝早
起きができていないと思ったので
早く寝るようにし（３）すくすく
シート（生活リズムチェックシー
ト）の実施
たい。」「△が多かったので◎が
増えるように頑張りたい。」など，

自分の生活を振り返って生活リズムを整えようと意欲を
持った子供が多かったようである。保護者からも，「すく
すくシートのおかげで意識して過ごせた。」「これから１
０時目標に寝るように話し合いました。」「家族みんなで
整えていきたいです。」など家族で生活リズムを見直す
きっかけになった様子もうかがうことができた。



４）歯と口の健康に関するアンケートの実施

本校の歯と口の健康実態を把握するため，児童及び保護者を対象にＧｏｏｇ
ｌｅフォームによるアンケートを実施した。児童の集計結果からは，「むし歯
は治る」と思っている児童がどの学年においても半数近くいることや「おやつ
の時間が決まっていない」児童など，歯と口の健康に関する知識がどの学年に
おいても低い傾向が見られた。一方で，「歯と口の健康のためにしているこ
と」の自由記述では，歯科指導を行った学年で，「岩松先生から教えてもらっ
たやり方で歯みがきをしている。」「２００ｇの力でみがく。」など，指導の
効果が見られた実態もあった。
保護者の集計結果では，歯科医院へ定期通院している方は６８．７％，過去

一年間に歯科医院等で個別の歯みがき指導を受けた児童は５８．３％であった。
また，「お子さんと歯と口の健康に関することで話す機会はありますか。」と
いう質問では，４７．３％が「ある」と回答しており，「歯みがきや歯の大切
さ」「歯の健康は口臭や全身疾患につながる」「歯はスポーツにも影響があ
る」など歯と口の健康に関心がある家庭は少なくないと感じた。
一方で，「むし歯は治療をすれば元に戻る」と思っている方が４０．６％，
「歯肉炎は治るかわからない」と思っている方が３３．５％と，保護者におい
ても歯と口の健康への知識が十分ではないと感じた。



R5年度 歯と口の健康に関するアンケート調査結果（児童）







R5年度 歯と口の健康に関するアンケート調査結果（保護者）











５ 成果と今後の課題

【成果】
○歯科検診結果から以下の実態が明らかになった。
・平成３０年度から令和５年度まで「健全者」の割合が増加している。
・令和３年度から３年間「未処置者」の割合が，若干増加している傾向がある。
・今年度における「未処置者」の割合が，仙台市平均と比較すると全体では低
いものの，学年別で見ると２～４年生において高くなっていた。
・例年歯科検診後の受診率が非常に低くなっている。（令和４年度１９％，令
和５年度３８．６％）
・今年度における歯垢の付着や歯肉の状態などの「口腔の状況」では，全ての
学年で仙台市平均より良い結果が見られた。



○アンケートやすくすくシートの結果から児童や保護者の歯と口の健康に関
する知識や実態を把握することができた。
・児童，保護者ともに，「むし歯は元に戻る」，「歯肉炎は治らない」と
思っている実態が見られた。
・歯科に定期通院している家庭が半数以上あるにもかかわらず，歯科の健康
知識が十分でない実態が明らかになった。
・「歯と口の健康は生活リズムと関係がある」と回答した児童及び保護者が
高い割合だったにも関わらず，就寝時刻が遅い傾向が見られたり，栄養バラ
ンスがとれた朝食を摂取できていない児童が半数近くいたり，頭では分かっ
ていても行動に結び付けていない実態がうかがえた。
○歯科指導や掲示物，児童保健委員会による歯科の啓発活動等を通して，児
童の歯科に対する興味関心を持たせる機会を作ることができた。

【課題】
●「歯や口の健康に関する歯科指導」について計画的に実施することができ
なかった。
● 歯科指導を一部の学年でしか実施することができなかった。
● 歯科指導を実施した学年において，知識として身に付けることができた
のは，一部の児童に限られていた。



６ おわりに

今年度「歯と口の衛生モデル校」となり，改めて本校の歯と口の健康実
態調査をしたことで，児童や保護者の歯と口に関する健康実態を把握する
ことができた。これは，これまで行ってきた歯科検診の結果からだけでは
見えてこなかったものであり，大きな成果となった。
同時に，児童や保護者の歯科に関する健康意識を把握することができ，

改めて本校における歯科指導の重要性を感じた。
次年度は，計画的に歯科指導を実施するとともに，今年度明らかになっ

た課題のうち，児童及び保護者における「歯と口の健康に関する知識の定
着」，「受診率の向上」に重きを置き，学校，家庭，歯科校医等と連携し，
実践を積み重ねていきたい。
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